
災害福祉支援ネットワークと災害派遣福祉チーム（DWAT）について
（「災害時の福祉支援体制の整備に向けたガイドライン」の概要（社会・援護局長通知））

○ 近年の災害においては、高齢者や障害者、乳幼児等の地域の要配慮者が、避難所等において、長期間の避難生活を余儀なく
され、必要な支援が行われない結果、生活機能の低下や要介護度の重度化などの二次被害が生じている場合もあり、これら
要配慮者の避難生活中における福祉ニーズへの対応が喫緊の課題

○ このような状況を踏まえ、災害時において、要配慮者の福祉ニーズに的確に対応し、避難生活中における生活機能の低下等
の防止を図るため、各都道府県において、避難所、在宅、車中等で要配慮者に対する福祉支援を行う「災害派遣福祉チー
ム」を組成するとともに、避難所へこれを派遣すること等により、必要な支援体制を確保することを目的として、官民協働
による「災害福祉支援ネットワーク」の構築に向けた取組を推進するためのガイドラインを策定

【平時】

○ ネットワーク会議を活用し、災害時における活動内容等をあらかじ
め整理。

①チーム組成の方法、活動内容
②チームの派遣決定及び情報収集の方法
③災害時における関係者の役割分担
④災害時における本部体制の構築

（チーム員名簿の作成）
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【ネットワーク会議】
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【都道府県】
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（委託・協定等）

ネットワーク主管部局の選定

（参加）
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【ネットワーク事務局】 （改組）

【災害時】

○ 要配慮者に対し、次のような
福祉的支援を実施。

① 要配慮者の情報収集
② 福祉避難所等への誘導
③ アセスメント
④ 食事、排せつ等の日常生活上
の支援

⑤ 相談支援
⑥ 避難所内の環境整備
⑦ 本部、都道府県との連絡調整、
活動状況の報告 等

要配慮者の二次被害防止、
安定的な日常生活への移行

【ネットワーク本部】

【災害派遣福祉チーム】

【被災市区町村】

（情報収集）

（派遣の要否の
検討、派遣決定）

【避難所、在宅、車中等】

（派遣）

（
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動
の
バ
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）

災害発生

（チーム員の派遣）

（現地状況の報告）

⑤費用負担
⑥保健医療関係者との連携
⑦研修・訓練
⑧住民に対する広報・啓発 等



災害時の福祉支援体制の整備に向けたガイドラインの構成

１．各都道府県における災害福祉支援ネットワーク構築の目的について

２．各都道府県におけるネットワーク主管部局の選定について

３．平時におけるネットワーク事務局の設置等について

（１）ネットワーク事務局の設置

（２）ネットワークの構成員

（３）平時における災害福祉支援ネットワークの活動内容

① チームの組成の方法、災害時のチームの活動内容

② チームの派遣決定及び情報収集の方法

③ 災害時における構成員の役割分担

④ 災害時における本部体制の構築

⑤ 費用負担

⑥ 保健医療関係者との連携

⑦ 研修・訓練

⑧ 受援体制の構築

⑨ 住民に対する広報・啓発

⑩ 事務局・本部機能の強化

４．災害発生時における活動内容等について

（１）本部の機能・役割

① 本部の設置

② チームの派遣要否の検討

③ チームの派遣決定

④ 活動計画の策定

⑤ チームの活動支援

⑥ チームの派遣終了の決定

⑦ 活動終了後の振り返り等

（２）チームの活動内容

① 要配慮者情報の収集

② 指定福祉避難所等への誘導

③ 要配慮者へのアセスメント

④ 日常生活上の支援

⑤ 相談支援

⑥ 避難所等における環境整備

⑦ 本部、都道府県との連絡調整、状況等の報告

⑧ 後続のチームへの引継ぎ

⑨ 被災市区町村や避難所等の管理者等との連携

⑩ 他職種との連携

⑪ 被災地域の社会福祉施設等との連携

５．市区町村の責務について

６．その他の留意事項について

（１）保健医療分野を含めた一体的な支援体制の整備等

（２）後継事業への引継ぎ

（３）広域的な災害の場合の取扱い

（４）被災した社会福祉施設等の事業継続

（５）「災害福祉支援ネットワーク構築推進等事業」の活用
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